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概要
日本語大規模言語モデルの開発競争が活発化する

中、日本の文化や風習に特化した難度の高い評価用
ベンチマークが必要になっている。本稿では、現在
構築している日本語の多肢選択式質問応答ベンチ
マーク JamC-QAについて述べる。JamC-QAは日本
の文化や風習といった国内独自の知識を問う問題を
既存のベンチマークの翻訳でなく、1から作成して
おり、問題数は 2024年 12月現在、1,045問である。
評価実験では、JamC-QAを用いることで、日本固有
の知識問題に関するモデル性能の差を確認できた。
これは既存の日本語ベンチマークでは見えなかった
ものである。またスコア向上の余地もあり、解くべ
き難しさもまだ十分に含むことがわかった。

1 はじめに
ChatGPT [1]や Llamaシリーズ [2, 3]など、英語を
中心に学習した大規模言語モデル（以下、多言語モ
デル）は学習用データに日本語テキストをほとんど
含まないにもかかわらず、日本語ベンチマークで高
いスコアを示している。例えば、JCommonsenseQA
（以下、JComQA） [4] には言語横断的な一般常識
を問う問題が多く含まれることから図 1 の比較
でも多言語モデル [3, 5, 6] は日本語継続事前学習
モデル [7, 8] や日本語でスクラッチ学習したモデ
ル [9] 1）2）と同等のスコアを達成している。一方で日
本国内の多くの組織、アカデミアや企業は日本語に
強い言語モデルの開発を続けている。その意義とし
て、日本固有の知識の獲得がある [10]。獲得された
知識を評価するには、日本の文化や風習に合わせた
難度の高いベンチマークが必要だが、高性能なモデ
ルに合わせた難度の高いベンチマーク開発も英語が

1） https://huggingface.co/sbintuitions/sarashina2-70b

2） https://huggingface.co/sbintuitions/

sarashina2-8x70b

主で行われている。英語ベンチマークを機械・人手
で翻訳して用いることもあるが、翻訳の不自然さや
英語圏との文化差から、日本固有の知識の評価に適
さない。
同じ問題意識から、非ヨーロッパ圏を中心に翻
訳ではなく、ベンチマークを独自に 1 から構築す
る流れがある。例えば英語の標準ベンチマーク
MMLU [11]に対し、中国語版の CMMLU [12]や韓国
語版の KMMLU [13]が翻訳を使わずスクラッチか
ら構築された。日本語でも JMMLU3）が構築された
が、ほとんどの問題がMMLUの翻訳（翻訳問題）で
ある。翻訳問題は数学や天文学、国際法や世界宗教
といったどの国にも関わる言語横断的な知識問題で
あり、日本特有の文化や風習を問うものではない。
日本でスクラッチから作られた問題（日本問題）も
一部あるが、JMMLUの日本問題は JComQAと同様
に難度が低く、図 1の比較でも日本問題のみに限定
した場合、スコアは頭を打っている。
そこで本稿では、現在構築している日本語の多
肢選択式質問応答ベンチマーク JamC-QAについて
述べる。JamC-QAは MMLUや JMMLUと同じく多
肢選択式質問応答だが、既存ベンチマークの翻訳
でなく 1から問題を作成している。難度は JMMLU
の日本語問題よりも高いものを目指し、日本の文
化、風習を問う問題に重点を置いた。その結果、
図 1 の一番左の JComQAではほとんど差の見えな
い Llama-3.1-70Bと Llama-3.1-405Bも一番右に示す
JamC-QAを使った評価では 10pt以上の差が確認で
きる。また Llamaの継続事前学習モデル Swallowが
Llamaシリーズのスコアから伸び悩んでいる一方、
より多くの日本語のテキストでスクラッチから事前
学習した Sarashinaシリーズが日本固有の知識を問
う問題で高いスコアを示すこともわかった。

3） https://github.com/nlp-waseda/JMMLU
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図 1 ベンチマーク別の Exact match スコアの比較: 日本語のベンチマークでスコア上位のモデルを以下の 4 つ
のベンチマークで評価した。JComQA、JMMLU 全体（翻訳問題＆日本問題）、JMMLU 日本問題のみ、JamC-QA。比
較したモデルは左から Meta-Llama-3.1-70B [3]、Qwen2.5-72B [5]、Nemotron-4-340B-Base [6]、Meta-Llama-3.1-405B [3]、
Llama-3.1-Swallow-70B-v0.1 [7, 8]、llm-jp-3-172b-beta2 [9]、sarashina2-70b、sarashina2-8x70bである。棒グラフの色は青系
統が多言語モデル、緑色が継続事前学習モデル、燈系統が日本語でスクラッチ学習したモデルを意味している。

2 関連研究
MMLU [11]は 57科目の幅広い知識を問う多肢選

択式質問応答であり、英語の標準的ベンチマーク
である。STEM（科学・技術・工学・数学）、人文学、
社会科学、その他の 4カテゴリの下に初等数学から
大学数学、機械学習、法律や経済学などの科目が設
けられ、全 14,270問からなる。しかし大規模言語モ
デルの性能向上に伴い、MMLUもスコアが既に頭
を打っており、より難度の高いベンチマーク構築を
目的とした研究が行われている [14, 15]。MMLUは
選択肢の数が少なく（4択）、知識があれば推論能力
を必要としない問題が多い。そこで構築されたのが
MMLU-Proである [14]。MMLU-Proでは選択肢数を
4から最大 10に増やし、知識だけでなく推論を必要
とする問題を作成している。MMLU-Pro+ [15]では、
MMLU-Pro中の選択肢 𝑋 と GPT-4oで自動生成した
選択肢 𝑌 を組み合わせた 𝐵𝑜𝑡ℎ 𝑋 𝑎𝑛𝑑 𝑌 𝑎𝑟𝑒 𝑐𝑜𝑟𝑟𝑒𝑐𝑡

という選択肢を導入し、さらなる複雑化を試みてい
る。また MMLUの正解には誤りや曖昧性が多く含
まれる。MMLU-Redux は MMLU 内の 3,000 問を人
手で確認・修正することで構築された [16]。
英語で作成された MMLUを機械翻訳し、複数言

語の評価に用いる研究もある [17]。しかし翻訳し
た MMLUを評価に使うことの問題は以前から指摘
されており、翻訳の質と、原言語（英語圏）の文
化的背景が翻訳先で通用しないことから、中国語
[12]、韓国語 [13]、トルコ語 [18]、インド語 [19]、ロ
シア語 [20] といった非ヨーロッパ圏の言語でそれ
ぞれ独自の MMLU構築が試みられている。日本語

でも JMMLUが構築されたが、56科目中 52科目が
MMLUを日本語に機械翻訳した後、人手で修正し
た問題で、日本独自に作られたのは、日本史、日本
地理、公民、熟語の 4科目のみである。

3 日本語ベンチマークの構築
日本固有の知識を問う新しいベンチマーク

Japanese Multiple Choice QA (JamC-QA) の構築につ
いて述べる。JamC-QA の問題形式は JComQA、
MMLUと同じく多肢選択式質問応答とし、選択肢
の数は MMLUと同じ 4択とした。言語横断的な知
識を問う問題は JMMLUに含まれていることから、
日本の文化や風習に関する質問を中心に問題を作成
している。問題には、『文化』、『風習』、『風土』、『行
政』、『日本史』、『法律』、『医療』の 7つのカテゴリ
を設定した。各カテゴリに含まれる質問と選択肢の
具体例を表 1に示す。
『文化』は助数詞、元号や四季の言葉といった日
本の文化的背景知識を要するカテゴリである。伝統
文化に限らず漫画・アニメといったサブカルチャー
も『文化』に含めた。『風習』は催事やマナーに関
する知識を中心とした。『文化』が実際の行動を伴
わない知識（e.g., 和暦と西暦の対応）に対し、『風
習』は箸使いのように実際の行動を伴う知識と定義
した。『風土』は日本全体でなく、地方ごとの知識
を問うカテゴリである。都道府県内、市町村内に閉
じた知見や方言といった日本全体では共通しない
知識を問う問題が含まれている。『日本史』は既に
JMMLUに学校教育レベルの問題が用意されている
ことから、学校教育に含まれない裾野知識を問うカ
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表 1 JamC-QAの質問と選択肢の具体例
カテゴリ 質問と選択肢の例（太字は正解選択肢）
文化 Q.西暦 1989年 1月 7日を和暦で書くと何年何月何日？

A.昭和 62年 1月 7日 B.昭和 63年 1月 7日 C.昭和 64年 1月 7日 D.平成元年 1月 7日
風習 Q.正月飾りの門松をしまうことを一般的に何と呼ぶか？

A.松納め B.門松終い C.松終い D.門納め
風土 Q.「神戸」を「かんべ」と読む土地は次のうちどこ？

A.愛知県田原市神戸町 B.兵庫県神戸市 C.群馬県高崎市神戸町 D.岡山県津山市神戸
日本史 Q.肉食禁止令を出した人は誰？

A.天武天皇 B.弘文天皇 C.昭和天皇 D.後光明天皇
行政 Q.コンビニエンスストアで発行できない証明書は次のうちどれ？

A.住民票 B.戸籍謄本 C.住民票記載事項証明書 D.戸籍記載事項証明書
法律 Q.「占有離脱物横領罪」が成立した場合の罰金は何万円以下か。

A. 3万円 B. 5万円 C. 10万円 D. 20万円
医療 Q.日本の市町村が予防接種を行う定期接種の対象疾患である A類疾病でないものはどれか

A.破傷風 B.ポリオ C.結核 D.インフルエンザ

表 2 JamC-QAの問題数の内訳
カテゴリ フィルタリング前 フィルタリング後
文化 372 246
風習 224 145
風土 270 181
行政 208 136
日本史 185 130
法律 208 132
医療 129 75
計 1,596 1,045

テゴリとした。また『行政』では身近な行政サービ
スに関する知識を扱う一方、日本の法律に関わる専
門知識は『法律』カテゴリに区別した。『医療』も国
内外で共通の知識問題は避け、日本国内のみで通用
する知識とした。
問題は 11 名のアノテータが翻訳でなく独自

に 1から作成した。この際の注意事項として、
Wikipediaのようなウェブ上のまとまった知識源か
らの問題作成を禁止した。これには、モデルサイズ
や学習トークン数、モデルアーキテクチャに関係な
く、特定時期の特定の知識源（e.g., Wikipedia）を事
前学習に使っているか否かがスコアに影響するこ
とを避ける意図がある。一方で、作成した問題の真
偽確認のためであればこれらの閲覧は可とした。ア
ノテータは正解選択肢 1 つと誤答選択肢 3 つを作
成するが、この際、正解選択肢の番号に偏りが出な
いよう（A,B,C,Dのうち、Aばかりが正解にならな
いよう）、評価時には選択肢をシャッフルして用い
た。MMLUの 10,000問規模を目指し、アノテータ 1
人当たり 7～10問/日の速度で問題を作成している。
問題数は 2024年 12月執筆時点で、1,596問である。

MMLU-Pro [14]では難度を高めるため、過度に簡
単な質問を除外するフィルタリングを行なってい

る。具体的には 8つの弱いモデルを用意し、4つ以
上が正解した問題を除外している。JamC-QAの構
築でも問題の難度を高くするため、同様のフィルタ
リングを実施する。フィルタリングには次の 8 つ
のモデルを用いた: Llama-2-7b [2]、Meta-Llama-3.1-
8B [3]、Minitron-8B-Base[21]、Qwen2.5-1.5B [5]、Yi-
1.5-9B [22]、gemma-2-baku-2b [23]、llm-jp-3-3.7b [9]、
sarashina2.1-1b 4）。8つのモデルのうち、4つ以上の
モデルが正解した問題を除外した。その結果、1,596
→ 1,045問になった。カテゴリ別の問題数の内訳を
表 2に示す。
除外された問題の中でも、すべての弱いモデルが
正解したものを確認したところ、

Q.「東北四大祭り」のひとつに数えられる「仙台七
夕まつり」は、どこの県で行われるか（『風土』）
A.山形県, B.青森県, C.秋田県, D.宮城県

Q.母の日に送る赤いカーネーションの花言葉は次
のうちどれ?（『文化』）
A.母への愛, B.尊敬, C.結束, D.偉大

のように質問文中の「仙台」や「母の日」から専門
的な知識がなくとも容易に正解選択肢を選ぶことが
できる問題であった。

4 結果と分析
JamC-QAを使い、パラメータサイズ 70B規模以
上で日本語ベンチマークスコア上位のモデルを評価
した。比較に用いたモデルは図 1でも使用してい
る 8つである。またアノテータが作成した全問題で
なく、フィルタリング後の 1,045問を評価に使用し
た。推論は greedy decodingで行い、fewshotは固定、

4） https://huggingface.co/sbintuitions/sarashina2.1-1b
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表 3 JamC-QAのカテゴリ別 Exact matchスコアの比較
モデル ALL 文化 風習 風土 行政 日本史 法律 医療
Meta-Llama-3.1-70B [3] 0.428 0.362 0.345 0.365 0.537 0.454 0.530 0.533
Qwen2.5-72B [5] 0.544 0.541 0.510 0.459 0.610 0.477 0.644 0.653
Nemotron-4-340B-Base [6] 0.571 0.602 0.517 0.508 0.581 0.538 0.629 0.667
Meta-Llama-3.1-405B [3] 0.555 0.508 0.469 0.503 0.559 0.592 0.644 0.773
Llama-3.1-Swallow-70B-v0.1 [7, 8] 0.611 0.565 0.579 0.525 0.640 0.569 0.735 0.840
llm-jp-3-172b-beta2 [9] 0.491 0.480 0.517 0.453 0.471 0.485 0.500 0.600
sarashina2-70b 0.681 0.687 0.738 0.641 0.669 0.677 0.659 0.720
sarashina2-8x70b 0.688 0.724 0.731 0.663 0.654 0.646 0.659 0.733

使用したテンプレートは Appendix Aに示す。カテ
ゴリごとの Exact matchスコアを表 3に示す。
表 3 を見ると、全カテゴリをまとめて評価した

ALL のスコア（マイクロ平均）が最も高いのは
sarashina2-8x70b である。しかしカテゴリ別では法
律と医療のカテゴリで Llama-3.1-Swallow-70B-v0.1
が最も高いスコアである。これは法律や医療カテゴ
リにはフィルタリングを行なった後も「国際郵便で
送れるものはどれ（『法律』）」「第三大臼歯を含めた
永久歯の本数は次のうちどれ?（『医療』）」といった
日本国内に限定しない、言語横断的な知識を問う問
題が含まれたことから、Llamaからの継続事前学習
が有効に働いたと考えられる。しかし JamC-QAで
はそうした言語横断的な問題よりも日本固有の知識
の評価を目指している。そのためフィルタリングに
使用するモデルの数やサイズの検討を行い、より精
度の高いフィルタリングを実現した上で再度評価を
行う必要がある。

sarashina2-8x70bの ALLのスコアは 0.688とまだ
約 3 割の問題が解けていない。sarashina2-8x70b が
解けなかった問題の例を示す。

Q.雛人形の仕丁の表情で当てはまらないものは?
（『文化』）
A.喜び, B.泣き, C.怒り, D.笑い

Q.回転灯は法律で基準を定められていますが、停
止表示灯の色は次のうちどれ?（『法律』）
A.紫色, B.青色, C.赤色, D.黄色

前者は正解「喜び」を「笑い」と誤ったニアミスで
あるが、後者では正解の「紫色」に対し、パトカー、
救急車や消防車などの緊急自動車で見る機会の多い
「赤色」を選んでいた。

3節の後半で説明した弱いモデルを使ったフィル
タリングの効果を確認するため、フィルタリング前
後の Exact matchスコアを比較した。図 2を見ると、
フィルタリング前後でモデル間のスコアの順位に
影響を与えることなくスコアの絶対値が下がって
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図 2 フィルタリング前後の Exact matchスコアの比較

おり、過度に簡単な問題が除外できていることがわ
かる。

5 おわりに
本稿では日本固有の知識を問う新しいベンチマー
ク JamC-QA構築について述べた。JamC-QAは質問
に対し、4つの選択肢の中から正解を選ぶ多肢選択
式質問応答であり、日本の文化や風習に特化した問
題を作成をしている。難度も既存のベンチマークよ
り高いものを目指した。その結果、既存のベンチ
マークでは見られなかったモデル間のスコアの差
を確認できた。問題作成は継続して行なっており、
10,000問の規模での公開を目指している。単に問題
数を増やすだけでなく、フィルタリング時に除外さ
れた過度に簡単な問題をアノテータにフィードバッ
クすることで、質問や選択肢の複雑化を行い、ベン
チマーク全体の難度を高めていくことも行なって
いく。また現状の問題カテゴリは粗く、例えば『文
化』には伝統文化、サブカルチャー、日本語の知識
を問う問題が混在している状態である。サブカテゴ
リを設け、問題管理を細かく行なっていくことも今
後の課題である。
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A JamC-QA 評価用テンプレート
以下はタスクを説明する指示と、追加の背景情報を提供する入力の組み合わせです。要求を適切に満たす回答を
書いてください。
指示:: 質問と回答の選択肢を入力として受け取り、選択肢から回答を選択してください。回答の他には何も含め
ないことを厳守してください。

質問::西暦 1989年 1月 7日を和暦で書くと何年何月何日?,選択肢::
昭和 62年 1月 7日
昭和 63年 1月 7日
昭和 64年 1月 7日
平成元年 1月 7日,回答:: 昭和 64年 1月 7日
質問::正月飾りの門松をしまうことを一般的に何と呼ぶか?,選択肢::
松納め
門松終い
松終い
門納め,回答:: 松納め
質問::「神戸」を「かんべ」と読む土地は次のうちどれか?,選択肢::
愛知県田原市神戸町
兵庫県神戸市
群馬県高崎市神戸町
岡山県津山市神戸,回答:: 愛知県田原市神戸町
質問::肉食禁止令を出した人は誰?,選択肢::
弘文天皇
天武天皇
昭和天皇
後光明天皇,回答:: 天武天皇
質問::コンビニエンスストアで発行できない証明書は次のうちどれ,選択肢::
住民票
戸籍謄本
住民票記載事項証明書
戸籍記載事項証明書,回答:: 戸籍記載事項証明書
質問::「占有離脱物横領罪」が成立した場合の罰金は何万円以下か。,選択肢::
3万円
5万円
10万円
20万円,回答:: 10万円
質問::日本で定期接種が実施される A類疾病ではないものはどれか?,選択肢::
破傷風
ポリオ
結核
インフルエンザ,回答::インフルエンザ
質問:: {{ QUESTION }},選択肢::
{{ CHOICE A }}
{{ CHOICE B }}
{{ CHOICE C }}
{{ CHOICE D }},回答::

― 844 ― This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
 (https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).


